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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

１
２
月
１
１
日 

市
駅
前
吉
宗
像
前
宣
伝 

議
会 

１
２
日 

演
劇
鑑
賞
会 

 

１
３
日 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

１
４
日 

休
会 

団
会
議 

１
５
日 

常
任
委
員
会 

１
６
日 

常
任
委
員
会
予
備
日 

 

団
会
議 

１
７
日 

本
会
議
、
決
算
反
対
討
論
、
無
料
生

活
相
談 

 

 

 

 

 ２
０
１
１
年
の
４
月
に
山
口
地
区
滝
畑

に
産
業
廃
棄
物
安
定
型
最
終
処
分
場
計

画
が
明
ら
か
と
な
っ
て
か
ら
約
５
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
地
元
・
関
係
住
民
の
方
々

は
血
の
に
じ
む
よ
う
な
反
対
運
動
を
展
開

さ
れ
、
昨
年
の
市
長
選
挙
で
は
候
補
者
全

員
が
「計
画
反
対
」を
表
明
す
る
な
ど
、
闘

い
は
前
進
し
て
い
ま
す
が
、
業
者
は
計
画

を
断
念
せ
ず
、
本
申
請
に
む
け
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。 

先
日
、
１
２
月
議
会
開
会
中
の
和
歌
山

市
議
会
に
山
口
地
区
連
合
自
治
会
（会
長 

園
部 

尚
正
氏
）
か
ら
「
山
口
地
区
産
業

廃
棄
物
安
定
型
最
終
処
分
場
建
設
の
反

対
決
議
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
請
願
の
趣
旨
は
”
和
歌
山
市
議
会

に
お
い
て
、
山
口
地
区
山
中
に
計
画
中
の

産
業
廃
棄
物
安
定
型
最
終
処
分
場
設
置

計
画
に
つ
い
て
、
下
記
の
理
由
に
よ
り
貴

市
議
会
に
お
け
る
反
対
の
決
議
を
も
と
め

ま
す
。
”と
い
う
も
の
で
す
。 

請
願
の
理
由
と
し
て
（
１
）産
業
廃
棄
物

安
定
型
最
終
処
分
建
設
設
置
計
画
場
所

（
以
下
、
計
画
地
と
い
う
）
は
、
水
源
地
で

あ
り
貴
重
な
水
資
源
が
汚
染
さ
れ
る
。 

（
２
）
計
画
地
は
脆
弱
な
地
盤
、
地
質
で
山

地
災
害
に
よ
り
計
画
地
そ
の
も
の
が
崩
壊

す
る
危
険
性
が
あ
る
。
（
３
）当
該
処
分
場

設
置
計
画
は
、
周
辺
の
市
民
生
活
を
脅
か

す
。
等
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
請
願
の
審
議
が
付
託
さ
れ
て
い
る

の
は
厚
生
委
員
会
で
、
委
員
会
採
決
は
１

２
月
９
日
で
す
。
議
員
全
員
（
議
長
を
除

く
）
の
採
決
は
議
会
最
終
日
の
１
２
月
１
４

日
、
午
後
か
ら
の
本
会
議
と
な
っ
て
い
ま

す
。
是
非
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い
。 

  

 

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
み
な
さ
ま
の
お
手

元
に
届
い
た
頃
は
一
般
質
問
も
終
わ

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
は
農
業
に
お
け
る
後
継
者
養

成
や
保
育
所
の
子
育
て
支
援
で
は
待

機
児
童
の
問
題
や
、
議
案
と
し
て
提

出
さ
れ
て
い
る
県
立
母
子
生
活
支
援

施
設
と
県
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
の
建
物
を
無
償
で
県
か
ら
法
人
に

譲
与
し
、
移
管
後
支
援
内
容
が
変
更

と
な
る
問
題
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。 

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
引
き
下
げ
や
、
実
情
に
応
じ

た
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
を
も
と
め
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
４
月
か
ら
子
育
て

の
新
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が 

１

０
月
１
日
時
点
で
今
ま
で
に
な
く
和

歌
山
市
で
１
５
２
人
を
含
め
２
１
５
人

も
の
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
原
因
に
つ
い

て
は
県
は
出
産
後
、
早
期
に
就
労
を
開

始
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
女
性
の
増
加

と
し
て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
分
は
福

祉
に
ま
わ
す
と
言
い
な
が
ら
全
く
不
十

分
な
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
子
育
て
に
お
困
り
の
方
、
ぜ
ひ
解
決

に
向
け
て
ご
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
ま
し

ょ
う
。  

 
 

（奥
村
の
り
子
）  

 
 
 
 

県
有
施
設
が
民
間
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
利
用
者
さ
ん
ら
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
母
子
生
活
支
援
施
設
和
歌
山
す
み
れ
ホ
ー
ム
さ
ん
と
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
若
竹
園
さ
ん
を
訪
問
し
、
実
情
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。 

 

↑すみれホームさんで 

↓若竹園さんで 

 

 

 

安
倍
政
権
の
経
済
政
策
を
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
言
う
人
が
い

る
が
、
中
に
は
「
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
お
っ
し
ゃ
る
著
名
人
も
い

ま
す
。
「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
」
へ
安
倍
首

相
に
な
っ
て
、
資
本
金
１
０
億
円
以
上
の
大
企
業
の
内
部
留
保

は
３
８
兆
円
増
え
３
０
０
兆
円
を
突
破
。
そ
れ
な
の
に
「
１
億

総
活
躍
社
会
」
の
緊
急
対
策
で
法
人
税
率
を
来
年
か
ら
さ
ら

に
２
９
％
台
に
引
き
下
げ
る
。
大
企
業
は
ナ
ン
ボ
儲
け
て
も

労
働
者
の
賃
金
や
設
備
投
資
に
回
さ
ず
貯
め
込
む
ば
か
り
。

減
税
し
て
も
無
意
味
だ
か
ら
「
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
」
だ
ろ
う
。
「
１

億
ナ
ン
ト
カ
」
は
戦
時
中
の
「
１
億
玉
砕
」
で
安
倍
爺
さ
ん
（岸

信
介
）
の
好
み
で
し
ょ
う
。
一
方
、
国
民
に
再
来
年
４
月
か
ら

消
費
税
１
０
％
へ
引
き
上
げ
。
今
、
食
料
品
の
軽
減
税
率
め

ぐ
り
与
党
で
駆
け
引
き
中
で
す
が
、
仮
に
生
鮮
食
料
品
が
据

え
置
か
れ
た
と
し
て
も
、
消
費
税
率
１
０
％
へ
の
引
き
上
げ
は

試
算
に
よ
る
と
平
均
世
帯
で
５
万
円
、
年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
低
所
得
者
で
２
万
円
超
す
負
担
増
で
す
。
「
子
ど
も
は

産
め
産
め
」
と
言
う
政
権
で
す
が
、
保
育
料
の
算
定
方
法
の

変
更
で
子
ど
も
が
多
い
ほ
ど
保
育
料
が
上
が
る
負
担
増
で
悲

鳴
の
保
護
者
が
い
ま
す
。
こ
れ
が
安
倍
流
「
少
子
化
対
策
」
で

全
く
悲
劇
と
い
う
べ
き
で
す
。 

戦
争
法
、
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
憲
法
破
壊
、
沖
縄
の
米
軍
の
新

基
地
建
設
な
ど
何
を
と
っ
て
も
ま
と
も
な
こ
と
は
何
も
な
い

安
倍
暴
走
政
権
の
打
倒
へ
来
年
の
参
院
選
は
決
戦
で
す
。
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
（編
集
室
） 
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